
平成26年度四国森林・林業研究発表会を開催
No.1139 2015年2月号

高知県立四万十高等学校の発表の様子

　1月22日、第62回を迎えた今年度の研究発表会は、局署等

のほか、教育機関、各研究機関等から、18課題（特別発表

を含む）が発表されました。� 【詳細は２頁】
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一
月
二
二
日
、
四
国
森
林
管

理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
平

成
二
六
年
度
四
国
森
林
・
林
業

研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

先
ず
、
浅
川
局
長
か
ら
、「
発

表
さ
れ
る
課
題
は
、
森
林
整
備
、

木
材
利
用
を
初
め
、
治
山
、
林

産
物
、
獣
害
対
策
、
森
林
環
境

教
育
な
ど
多
く
の
今
日
的
課
題

に
つ
い
て
の
研
究
成
果
で
あ
り

大
変
有
意
義
な
内
容
で
す
。
発

表
さ
れ
る
課
題
が
、
こ
れ
か
ら

の
森
林
づ
く
り
な
ど
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

六
二
回
目
を
迎
え
た
今
年
度

の
研
究
発
表
会
は
、
局
署
等
の

ほ
か
、
教
育
機
関
、
各
研
究
機

関
等
か
ら
、
か
か
り
木
の
安
全

対
策
や
自
然
保
護
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
よ
る
食
害
対
策
な
ど
一
八

課
題
（
特
別
発
表
を
含
む
）
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高

知
県
立
高
知
工
業
高
等
学
校
、

高
知
県
立
四
万
十
高
等
学
校
か

ら
、
学
習
活
動
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
内
容
に
つ
い

て
発
表
が
あ
り
、
会
場
か
ら
多

く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
今
回
の
特
徴
と
し

て
、
発
表
の
内
容
は
勿
論
の
こ

と
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
、
動

画
を
挿
入
す
る
な
ど
聴
講
者
に

分
か
り
易
い
配
慮
が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
聴
講
者
は
、

局
職
員
は
も
と
よ
り
民
間
事
業

者
、
自
治
体
、
研
究
機
関
な
ど

か
ら
も
切
れ
目
な
く
、
多
数
の

方
々
が
発
表
に
聴
き
入
り
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
四
国
森
林
管

理
局
長
賞
と
し
て
六
課
題
（
最

優
秀
賞
一
課
題
、
優
秀
賞
三
課

題
、
奨
励
賞
二
課
題
）
が
選
出

さ
れ
、
各
受
賞
者
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
森
林
技
術
協
会

理
事
長
賞
、
日
本
森
林
林
業
振

興
会
会
長
賞
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

一
課
題
選
出
さ
れ
、
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
森
林
技

術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
発
表
は
、

シ
カ
捕
獲
に
用
い
る
「
囲
い
わ

な
」
に
つ
い
て
、
軽
量
化
・
低

コ
ス
ト
化
に
向
け
て
、
ま
た
、

シ
カ
が
誘
引
の
餌
に
対
す
る
反

応
状
況
や
「
わ
な
」
に
入
る
動

画
を
挿
入
す
る
な
ど
、
日
頃
の

取
組
と
合
わ
せ
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
発
表
課
題
と

審
査
結
果
は
最
終
頁
の
と
お
り

で
す
。

四
国
森
林
管
理
局
長
賞

最
優
秀
賞

　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

業
務
係
長�

芹
口
竜
一
氏

日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞

　

高
知
中
部
森
林
管
理
署

　

別
府
森
林
事
務
所

　

森
林
官�

小
松
大
高
氏

 

四
国
森
林
・
林
業
研
究
発
表
会
を
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉

四
国
森
林
管
理
局
長
賞

優
秀
賞

　

愛
媛
森
林
管
理
署

　

森
林
整
備
官�

水
田
英
司
氏

　

係　

員�

武
市
泰
典
氏
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チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
分
解
中

四
国
森
林
管
理
局
長
賞

優
秀
賞

　

独
立
行
政
法
人

　

森
林
総
合
研
究
所

　

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

　
　

松
山
水
源
林
事
務
所

　

係　

長�

則
松
大
雄
氏

　

主　

幹�

井
上
弘
一
氏

　

会　

員�

内
田
忠
宏
氏

徳
島
森
林
管
理
署

　

森
林
技
術
指
導
官國

見
公
一
氏

四
国
森
林
管
理
局
長
賞

奨
励
賞

　

高
知
県
立
四
万
十
高
等
学
校

　

（
自
然
環
境
コ
ー
ス
一
年
生
）

 

出
張
研
修
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）

　
　
　
ⅰ
研
修
の
開
催
に
つ
い
て

〈
総
務
課
〉

　

一
月
二
六
日
～
二
八
日
の
三

日
間
、
伐
木
造
材
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
及
び
技
術
、
健
康

障
害
防
止
や
危
険
作
業
の
回
避

に
必
要
な
技
術
等
を
現
場
に
お

い
て
習
得
さ
せ
、
安
全
で
効
率

的
な
伐
木
造
材
等
の
指
導
・
監

督
に
必
要
な
技
術
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
出
張
研
修

（
チ
ェ
ン
ソ
ー
）
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

受
講
者
は
、
各
署
等
に
お
い

て
、
請
負
事
業
の
監
督
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
る
森
林
整
備

官
や
首
席
森
林
官
等
二
〇
名
で

す
。

　

こ
の
研
修
は
、
群
馬
県
に
あ

る
森
林
技
術
総
合
研
修
所
林
業

機
械
化
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
当

四
国
森
林
管
理
局
長
賞

優
秀
賞

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

三
嶺
の
自
然
を
守
る
会

　

理
事
長�

暮
石　

洋
氏

四
国
森
林
管
理
局
長
賞

奨
励
賞

　

高
知
県
立
高
知
工
業

　

高
等
学
校
（
建
築
科
三
年
生
）
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局
に
出
向
い
て
行
う
も
の
で
、

今
年
度
初
め
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

初
日
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

構
造
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い

て
の
学
習
で
す
。
二
人
一
組
と

な
っ
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
分

解
組
立
を
行
い
な
が
ら
、
日
常

の
点
検
（
清
掃
）
、
構
成
部
品

の
各
機
能
、
点
検
整
備
等
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
研
修
生
の

中
に
は
、
作
業
に
慣
れ
て
い
て

素
早
く
分
解
し
組
み
立
て
る
班

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
高
知
県
須
崎
市

の
四
万
十
森
林
管
理
署
管
内
の

国
有
林
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取

り
扱
い
方
や
立
木
伐
倒
の
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
四
班
五
名
ず
つ
に
分

か
れ
て
丸
太
の
鋸
断
を
行
い
ま

し
た
。
は
じ
め
は
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
う
の
を
躊

躇
し
た
感
じ
で
し
た

が
、
次
第
に
慣
れ
、

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
は
、
か
か
り
木

の
処
理
班
と
立
木
の

伐
倒
及
び
枝
払
い
、

玉
切
り
班
に
分
か
れ

て
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
、
か
か
り
木
の
処
理

に
つ
い
て
は
、
災
害
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
チ
ル
ホ
ー

ル
と
滑
車
を
使
用
し
、
入
念
に

検
討
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
保
護
衣
と
作
業
着

の
鋸
断
を
行
い
ま
し
た
。
作
業

衣
は
、
刃
先
（
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
）

が
触
れ
た
と
た
ん
に
切
れ
ま
し

た
が
、
保
護
衣
は
、
刃
先
が
触

れ
た
と
た
ん
、
保
護
衣
の
中
に

あ
る
「
白
い
繊
維
状
の
も
の
」

が
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
（
駆
動
部
）

に
絡
ま
っ
て
停
止
し
、
保
護
衣

の
凄
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
講
義
の
後
、
講

師
が
目
立
て
を
し
た
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
研
修
生
に
使
用
さ
せ
、

研
修
生
自
身
が
目
立
て
し
た
も

の
と
の
切
れ
味
の
比
較
を
し
ま

し
た
。
研
修
生
の
感
想
は
、「
講

師
が
目
立
て
し
た
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
は
、
力
も
い
ら
ず
吸
い
込

む
よ
う
に
切
れ
、
振
動
も
感
じ

ら
れ
な
い
。
自
分
た
ち
が
目
立

て
し
た
も
の
と
は
全
然
違
っ
て

い
た
。
目
立
て
は
、
大
変
重
要

だ
と
感
じ
た
」
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

最
後
に
、
林
業
機
械
化
セ
ン

丸
太
の
鋸
断
の
様
子

恐
る
べ
し
防
護
衣
「
ソ
ー
チ
ェ
ー

ン
に
白
い
繊
維
状
の
も
の
が
絡

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」

タ
ー
所
長
に
よ
る
「
各
所
属
署

等
で
請
負
事
業
体
の
指
導
等
を

行
い
災
害
等
の
未
然
防
止
に
役

立
て
て
下
さ
い
。
」
と
の
閉
講

の
挨
拶
で
研
修
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

研
修
生
か
ら
は
、
今
後
も
出

前
研
修
を
実
施
し
て
欲
し
い

な
ど
多
く
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
指
導
中
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 �『
林
野
庁
長
官
賞
最
優
秀
賞
、林
業
機
械
化
協
会

会
長
賞
』
受
賞

～
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
～

〈
技
術
普
及
課
〉

　

平
成
二
六
年
度 

国
有
林
野

事
業
業
務
研
究
発
表
会
が
一
二

月
四
日
、
林
野
庁
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
会
に
は
、
四
国

森
林
管
理
局
か
ら
三
部
門
に
各

一
課
題
ず
つ
参
加
し
ま
し
た
。

○
森
林
技
術
部
門
で
は
、

「
Ｈ
型
架
線
集
材
シ
ス
テ
ム
～

急
傾
斜
林
地
に
お
け
る
効
率
的

な
集
材
シ
ス
テ
ム
～
」
を
嶺
北

森
林
管
理
署 

主
任
森
林
整
備

官
森
下
寿
広
氏
、
（
株
）
と
さ

れ
い
ほ
く 

業
務
課
長
石
垣
久

志
氏
が
発
表
し
、
林
業
機
械
化

協
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

○
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
で
は
、

「
剣
山
南
側
の
地
域
活
性
化
へ

の
取
組
と
今
後
の
課
題
」
を
香

川
森
林
管
理
事
務
所 

企
画
官

柏
木
喜
代
幸
氏
（
元
徳
島
森
林

管
理
署
）
、
南
つ
る
ぎ
地
域
活

性
化
協
議
会 

会
長
平
井
滋
氏

が
発
表
し
ま
し
た
。

○
森
林
保
全
部
門
で
は
、

「
大
正
時
代
の
治
山
事
業
調
査
」

を
愛
媛
森
林
管
理
署
津
島
森
林

事
務
所
森
林
官
福
田
薫
氏
が
発

表
し
、
林
野
庁
長
官
賞
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
林
野
庁
長
官
賞
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
、
福
田
薫

氏
に
つ
い
て
は
、
二
月
九
日
に

局
長
室
で
伝
達
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
究
発
表
会
の
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
に

お
い
て
発
表
集
が
作
成
さ
れ
た

後
、
各
署
等
へ
配
布
す
る
予
定

で
す
。

　

今
後
と
も
森
林
・
林
業
に
対

す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
く
た
め
、
各
署
等
に
お
い
て

は
技
術
開
発
等
の
取
組
を
一
層

推
進
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。

林
野
庁
長
官
賞
最
優
秀
賞
の
伝
達
後

（
下
段
中
央
が
受
賞
者
福
田
薫
氏
）

林
業
機
械
化
協
会
会
長
賞
受
賞

さ
れ
た
（
左
側
）
森
下
寿
広
氏

（
右
側
）
石
垣
久
志
氏

 

校
庭
の
ア
カ
マ
ツ
を
後
世
に

〈
技
術
普
及
課
〉

　

昨
年
末
、
高
知
市
立
第
六
小

学
校
か
ら
、
校
庭
に
あ
る
幹
の

腐
朽
が
進
ん
だ
ア
カ
マ
ツ
（
樹

齢
お
よ
そ
百
年
超
）
の
保
護
に

つ
い
て
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
校
長
先
生
か
ら
は
、
ア
カ

マ
ツ
保
存
の
歴
史
や
近
年
の
腐

朽
進
行
度
合
い
に
加
え
て
、
児

童
や
地
域
の
方
々
が
日
頃
か
ら

大
切
に
見
守
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
の
お
話
が
あ
り
、
何
と
か
後

世
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
の
思
い

を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
日
頃
よ
り
技
術
開
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指
導
を
受
け
穂
木
の
採
取

発
等
で
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
森
林
総
合
研
究
所 

林

木
育
種
セ
ン
タ
ー
関
西
育
種

場
（
岡
山
県
）
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
巨
樹
・
名
木
等
の

遺
伝
資
源
の
ク
ロ
ー
ン
増
殖

サ
ー
ビ
ス
「
林
木
遺
伝
子
銀

行
一
一
〇
番
」
を
紹
介
さ
れ
、

第
六
小
学
校
か
ら
関
西
育
種

場
に
申
請
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
第
六
小

学
校
の
ア
カ
マ
ツ
を
接

ぎ
木
に
よ
り
増
殖
す
る

こ
と
と
し
、
一
月
二
九

日
に
関
西
育
種
場
に
よ

る
穂
木
採
取
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
、
四
年
生
か
ら

六
年
生
の
児
童
が
校
庭

の
ア
カ
マ
ツ
を
囲

み
、
関
西
育
種
場
職
員

か
ら
、
接
ぎ
木
に
よ
る

増
殖
方
法
の
説
明
を
受

け
た
後
、
児
童
が
穂
木

を
採
取
し
体
育
館
で
育

種
場
職
員
の
行
う
接
ぎ

木
作
業
を
観
察
し
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
、
穂

木
を
台
木
に
接
ぎ
木
す

る
貴
重
な
作
業
を
目
に

 

「
介
良
の
祭
り
」
で
森
林
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

〈
技
術
普
及
課
〉

　

一
月
二
五
日
、
高
知
市
立
介

良
小
学
校
に
お
い
て
、
森
林
・

木
工
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
介
良
小
学
校
か
ら
、

親
子
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
れ
あ
い
参
観
日
・
介
良
の

祭
り
」
の
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー

の
一
つ
と
し
て
、
木
工
製
作
の

体
験
活
動
を
通
じ
て
森
林
へ
の

理
解
を
深
め
さ
せ
た
い
と
、
当

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
は
、
「
こ
れ

で
、
ア
カ
マ
ツ
の
新
し
い
生
命

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
生

徒
、
地
域
の
方
々
と
も
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
技
術
普
及
課
、
関
西
育
種

場
の
方
々
に
は
ア
カ
マ
ツ
保
護

の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と

の
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

採
取
し
た
ア
カ
マ
ツ
は
二

年
後
に
同
じ
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
つ

ア
カ
マ
ツ
の
幼
苗
と
し
て
第

六
小
学
校
に
帰
っ
て
く
る
予

定
で
す
。

ア
カ
マ
ツ
近
景

初
め
て
見
る
接
ぎ
木
作
業
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皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

森
林
教
室

局
に
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
地
域
の
方
々
の
協

力
で
、
二
二
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
森
林
・
木
工
教

室
に
は
一
七
組
の
親
子
等
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
森
林
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

木
に
関
す
る
ミ
ニ
ク

イ
ズ
な
ど
を
実
施
し

ま

し

た
。

内
容
は
、

「
世
界
で
一
番
高
い
木

は
？
」
「
世
界
で
一
番

森
林
の
多
い
国
は
？
」

な
ど
の
外
、
絶
対
知

ら
な
い
と
思
う
木
の

名
前
（
シ
ョ
ウ
ベ
ン

ノ
キ
）
も
全
員

正
解
す
る
な
ど
、

参
加
者
は
皆
博

識
で
、
全
問
正

解
者
が
多
数
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
希

望
し
て
い
た
木
工
作
品

作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

希
望
作
品
は
九
種
類

に
分
か
れ
、
五
名
で
の

指
導
と
な
り
、
時
間
内

に
終
わ
る
か
心
配
で
し

た
が
、
児
童
の
頑
張
り
や
、
父

兄
の
助
け
も
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。

　

一
緒
に
来
て
い
た
参
加
児
童

の
弟
・
妹
、
ま
た
、
作
品
が

仕
上
が
っ
た
児
童
に
は
、
ジ
ー

ジ
ー
ゼ
ミ
等
を
作
っ
た
り
、
木

の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
し

て
、
木
の
温
も
り
を
肌
で
感
じ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
か
ら
は
「
カ
ブ
ト

ム
シ
の
足
を
貼
り
付
け
る
の
が

細
か
く
て
難
し
か
っ
た
。
」
「
お

ひ
な
様
の
色
を
塗
る
の
が
難

し
か
っ
た
。
」
「
木
に
興
味
が

も
て
た
の
で
、
自
分
で

も
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み

た
い
。
」
な
ど
の
感
想

が
あ
っ
た
ほ
か
、
三
年

生
の
児
童
（
一
年
生
か

ら
三
年
連
続
参
加
）
の

お
母
さ
ん
か
ら
、
「
四

月
に
は
弟
も
入
学
し
ま

す
。
来
年
は
兄
弟
で
参

加
さ
せ
ま
す
。
毎
年
の

作
品
を
壁
に
並
べ
て

飾
っ
て
ま
す
が
、
少
し

ず
つ
丁
寧
に
、
工
夫
が

で
き
て
き
て
い
て
、
こ
れ
も
成

長
か
な
・
・
・
。
と
見
比
べ
て

楽
し
ん
で
ま
す
。
」
と
た
い
へ

ん
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、

今
後
、
森
林
木
工
教
室
を
開
催

す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
層
の
励

み
と
な
る
「
介
良
の
祭
り
」
で

し
た
。

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
輪
投
げ

木
の
お
も
ち
ゃ
お
も
し
ろ
い
？
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保
育
園
等
が
合
同
で

　
　
森
林
教
室
を
開
催

～
卒
園
記
念
と
し
て
実
施
～

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

二
月
六
日
、
社
会
福
祉
法
人

み
ず
ほ
会
み
ず
ほ
保
育
園
に
お

い
て
、
園
児
八
名
と
、
徳
島
市

立
昭
和
保
育
所
園
児
八
名
の
卒

園
記
念
と
し
て
合
同
で
行
う
森

林
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
署
職
員
も
講
師
派
遣
と
資
機

材
提
供
の
依
頼
が
あ
り
、
連
携

し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
保
育
園
か
ら
見
え
る

眉び

山ざ
ん

を
眺
め
、
森
林
に
関
わ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
紙
芝
居
を
行
い
、
森
林

に
住
む
た
く
さ
ん
の
動
物
が
生

き
て
い
く
に
は
、
山
の
木
を

伐
っ
た
り
手
入
れ
を
す
る
こ
と

が
必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

ま
た
、
カ
ズ
ラ
や
樹
木
や
木

の
実
等
に
直
接
触
れ
て
答
え

る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
園

児
達
は
手
で
感
触
を
確
か
め
た

り
、
臭
い
を
嗅
い
だ
り
し
て

様
々
な
感
想
と
と
も
に
、
楽
し

く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
カ
ズ
ラ
は
、
木
に
巻

き
付
い
て
枯
ら
し
た
り
弱
ら
せ

た
り
す
る
の
で
、
人
の
手
で
カ

ズ
ラ
を
切
っ
て
手
入
れ
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
、

紙
芝
居
の
内
容
に
沿
う
形
で
説

明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
卒
園
記
念
の
「
時

計
＆
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
あ
ら
か
じ
め
職
員

が
ベ
ー
ス
を
作
っ
て
い
き
、
園

児
達
は
そ
の
上
に
木
の
実
や
木

の
枝
等
を
使
っ
て
飾
り
付
け
や

色
塗
り
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。
み
ん
な
夢
中
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
作
る
の

に
苦
戦
し
て
い
る
子
に
は
、
当

署
職
員
や
先
生
が
サ
ポ
ー
ト
し

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品

を
前
に
、
園
児
た
ち
は
笑
顔
を

見
せ
、
盛
況
の
う
ち

に
森
林
教
室
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

今
回
、
卒
園
記
念

と
し
て
合
同
で
森
林

教
室
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
本
日
、
学
ん

だ
こ
と
や
製
作
し
た

作
品
は
、
小
学
生
に

な
っ
て
も
い
つ
ま
で

も
大
切
な
思
い
出
と

し
て
、
持
ち
続
け
て

ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
も
子
供
た
ち

の
心
に
根
付
い
て
く
れ
る
よ

う
、
地
域
の
要
請
に
応
え
な
が

ら
、
森
林
環
境
教
育
の
内
容
の

充
実
や
実
施
方
法
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

上
手
に
出
来
る
か
な

（
時
計
＆
カ
レ
ン
ダ
ー
）

は
～
い
、
こ
れ
、
わ
か
る
人
？
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発
表
順

発 　 表 　 課 　 題
発　　　　表　　　　者

審 査 結 果
所　　　　属 氏　　　　名

１

　下刈り省力化とシカ害対策

に向けた新たな試みについて

　～エリートツリーの植栽と

シカ食害対策クリップの導入

～（経過報告）

高知中部森林管理署

　別府森林事務所森林官

�四国森林管理局

　森林技術・支援センター所長

小松　大高

池本　育利

日本森林技術

協会理事長賞

２

　大規模な荒廃地の復旧方法

の検討について

安芸森林管理署

　治山技術官

　係員

猪迫　啓司

津野　友謹

３
　名勝・入野松原の再生

　― 地域連携による取組 ―

四万十森林管理署

　浮鞭森林事務所　森林官 中村　正史

４

 早明浦地区民有林直轄地すべ

り防止事業概成に伴う取組と

成果

嶺北森林管理署　早明浦治

山事業所

　治山技術官

　係員

松本　充弘

藤永　裕文

５

　囲いわなによる効率的なシ

カ捕獲及び普及について

四国森林管理局　森林技

術・支援センター

　業務係長 芹口　竜一

四国森林管理

局局長賞（最

優秀賞）

６

　屋島国有林における落石防

止対策の取組について（災害

に強い山づくりの推進）

香川森林管理事務所

　総括治山技術官

　治山技術官

鎌田　慎治

加用　貴章

７

　かかり木の安全対策につい

て

愛媛森林管理署

　森林整備官

　係員

水田　英司

武市　泰典

四国森林管理

局局長賞（優

秀賞）

８

　作業道開設に伴う真砂土地帯

における丸太組工と法面保護

（独）森林総合研究所森林

農地　整備センター松山水

源林整備事務所

　係長

　主幹

則松　大雄

井上　弘一

四国森林管理

局局長賞（優

秀賞）

９

　三嶺におけるオーバーユー

ス及びシカ食害対策の活動に

ついて

ＮＰＯ法人 三嶺の自然を

守る会

　理事長

　会員

徳島森林管理署

　森林技術指導官

暮石　　洋

内田　忠宏

國見　公一

四国森林管理

局局長賞（優

秀賞）

10

　林業の成長産業化を図る流

通改革～中予地域における契

約販売への取組～

愛媛県中予地方局産業経済

部　森林林業課

　係長

　係長

亀岡　泰次

俊成　秀樹

日本森林林業

振興会会長賞

平成 26 年度四国森林・林業研究発表会 発表課題及び審査結果
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発
表
順

発 　 表 　 課 　 題
発　　　　表　　　　者

審 査 結 果
所　　　　属 氏　　　　名

11

　地域の眠った財産を掘り起

こそう !　―地域住民と国有林

を結ぶ取組―

四万十森林管理署　黒尊森  

林事務所

　地域技術官 河野　祐希

12

　林業遺産「いの町の森林軌

道跡」を活用した地域活性化

策の検討

いの町森林政策課

　課長 野村　考宏

13

　プレイハウス製作 高知県立高知工業高等学校

　建築科 3年生 井川　詩月

隅田　啓太

久武由布子

細井　一真 

山脇　優也

渡邉　将志

四国森林管理

局局長賞（奨

励賞）

14

　四万十高校の活動と結の森 高知県立四万十高等学校

　自然環境コース 1年生 吾妻　勇哉

田邊　涼壱

中野　珠理

林　　秋美

宮脇　　亮

四国森林管理

局局長賞（奨

励賞）

15

　平成 26 年に見られた稀少樹

種トガサワラ及びシコクシラ

ベの大量結実とジーンバンク

収集について

※特別発表

( 独 ) 森林総合研究所林木

育種センター関西育種場育

種課育種研究室

　主任研究員

　収集係長

　普及調整専門職

　契約職員

　育種研究室長

岩泉　正和

楢木野俊昭

笹島　芳信

祐延　邦資

磯田　圭哉

16

　「ＱＧＩＳ」を使用した森林

管理

※特別発表

愛媛県農林水産研究所林業

研究センター

　主任研究員 福嶋　政徳

17

　浸透移行粒剤を用いたシキ

ミ吸汁性害虫の防除

※特別発表

高知県立森林技術センター

　主任研究員 藤本　浩平

18

　ヒノキ人工林の表土保全に

ついて考える

※特別発表

( 独 ) 森林総合研究所四国

支所

　森林生態系変動研究グ

ループ長 酒井　寿夫


